
エナメル線などの開発により線路の�

絶縁低下が解消されたため、共電式交換方式の�

本格導入が始まった。このときに国産化�

された電話機が2号共電式電話機である。�

1909年に東京、大阪、名古屋の一部で導入された。�

送話器には、ソリッドバック送話器が使用され、受話器には、�

有極電磁石を用いた回路が採用されている。�

デザインはそれまでの電話機と比べシンプルとなっている。�

First telephone set made in Japan:  �
#2 common-battery telephone set

国産第1号2号共電式壁掛電話機�


